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門職のリアリティ・ショックには、本人の方策で防ぐ
ことができるものと、職場や社会福祉業界全体の取り
組みが必要なものがあることが示唆された。また、社
会福祉専門職養成カリキュラムの質の向上と、キャリ
ア教育の必要性も示唆された。
合同風景構成法における体験過程の検討
―集団療法からの分析を通して―
立花優美子
　「合同風景構成法」とは、本来個別の療法である「風
景構成法」の手法に基づき、複数名で 1 枚の画用紙上
にアイテムを構成しながら描画を行う技法である。
本研究は、「合同風景構成法」を体験した語りを分析
することで、次の四点の検討を目的とした。第一に、「合
同風景構成法」の体験過程を明らかにすること、第二
に、集団療法の観点から「合同風景構成法」を分析す
ること、第三に、特に葛藤の生じ方に注目し、検討す
ること、第四に、「合同風景構成法」の特徴を検討し、
人間的成長や学習、治療的意味を考察することである。
　予備研究では、質問紙及びインタビュー項目、実施
手続きと分析手続きの検討を行った。本研究では、知
り合い同士の大学生 4 名ずつで構成される 2 グループ
に対し、各 1 回ずつ、合計 2 回の「合同風景構成法」
を実施した。各回の「合同風景構成法」の実施後に、
行動や感情を振り返るインタビューを合計 8 名に個別
で行った。
　第一について、M-GTA により、8 名のインタビュー
で得られた体験の語りを分析した。その結果、28 の
概念と 15 のカテゴリー、3 つのカテゴリーグループ
と 2 つのコアカテゴリーが生成され、「合同風景構成
法における体験過程」の図が作成された。
　第二について、Yalom.I.D の療法的因子を用いて、
集団療法の観点から体験過程を検討した結果、「普遍
性」、「愛他主義」、「社会適応技術の発達」、「模倣行動」、
「対人学習」、「グループの凝集性」、「カタルシス」の
各療法的因子が確認された。
　第三について、体験過程の至る場面で葛藤が生じて
いた。さらに、他者や自分への気付きに至る前には、
新卒社会福祉専門職の職業イメージの変化
―就職前後におけるイメージの変化と
リアリティ・ショック―
澤口友祐
　本研究の目的は、新卒社会福祉専門職におけるリア
リティ・ショックの有無と、どのような要因によって
生じているのかを明らかにすることであった。リアリ
ティ・ショックとは、新入社員が専門的な教育を受け、
数年をかけて準備をしてきたと思っていたにもかかわ
らず、突然それを見失ってしまうという、職場に就い
た時の現象、および特定のショックのような反応を説
明する言葉である。本研究では、リアリティ・ショッ
クを、就職前の想像や予想、および期待と就職後の現
実との違いによって、否定的な感情が生じる一連の体
験と再定義した。なお、新卒社会福祉専門職とは、平
成 30 年 3 月時点で学生であり、社会福祉士または精
神保健福祉士の専門教育および実習を受け、受験資格
を有し、福祉施設への就職が決まった者であった。
　研究協力者に就職前後で面接調査および質問紙調査
を行った。就職前面接では、職場や業務に対する想
像や予想、および期待を聞き取った。就職後面接で
は、就職後の現実は、就職前の想像や予想、および期
待と異なっていたか否か、異なっていた場合には生じ
た感情を聞き取った。質問項目は就職前面接の回答と
対応するよう作成した。質問紙調査はいずれも日本版
GHQ28 であった。
　研究協力者の語りから、就職前の想像や予想、およ
び期待と就職後の現実との違いと同時に、否定的な
感情が語られていたエピソードを抽出した。そして、
KJ 法に準じた方法でカテゴリーを生成した。その結
果、リアリティ・ショックのカテゴリーとして、「援
助実践の難しさ」、「職員の人間関係」、「予想と異なる
業務」、「勤務時間と手当て」、「職場・職員に対する印
象」、「職場の要求の高さ」、「施設・部署配置」、「資格
と専門性の実際」の 8 つが生成された。そして、それ
ぞれのリアリティ・ショックを防ぐために、就職前の
専門教育を受ける中で、あるいは職場選択や現場に出
るための準備をする段階で、本人が実践可能な方策に
ついて議論した。この議論によって、新卒社会福祉専
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葛藤が生じることが明らかになった。その場で葛藤を
処理できない場合でも、振り返りのプロセスで後に言
語化することで気付きに繋がるため、葛藤が生じるこ
と自体が、人間としての成長や学習に繋がることが予
測された。
　第四について、自分流の描き方と他者へ配慮する描
き方が混在すること、特にスペースを作る配慮が必要
になること、絵を完成させることで満足、目標達成感
を抱くことが「合同風景構成法」の特徴として明らか
になった。
　よって、「合同風景構成法」は、集団療法としての
療法的因子や葛藤の出現により、自己洞察の促進、自
己理解、他者理解が得られる療法であることが示され、
人間的成長や学習効果に繋がることが本研究により示
唆された。
自閉スペクトラム症者の養育に対する
父親の態度形成要因
－父親の養育体験を基に－
高屋敷大助
１．研究の目的
　自閉スペクトラム症（Autism Spectrum Disorder:
以下 ASD と標記する）者の家族研究において、養育
の主体として関心が向けられる対象は母親が多い。母
親が肯定的に養育に向き合うことは、父親のサポート
が関連することからも、養育における父親の役割は大
きいと推察される。本研究は、ASD 者を養育する父
親としての子どもへの思い、親としての意識、及び価
値観の変容プロセスの把握を通じて、父親の養育態度
の形成要因を明らかにすることを目的とする。父親の
養育に対する態度形成要因について明らかにすること
は、ASD 者を養育する家族への生活支援に関する知
見に新たなエビデンスをもたらし、今後の家族支援に
ついて有効な示唆が得られると考えられる。
２．研究方法
　研究協力者は、岩手県内に在住する、ASD 者を養
育する父親 7 名を対象とした。調査期間は、2018 年 4
月から 2018 年 6 月に実施し、インタビュー調査の音
声は研究協力者の同意を得て IC レコーダーに録音し
た。データ取集は、インタビューガイドを用いた半構
造化面接を行った。インタビュー内容から、逐語録を
作成し、全体の中から類似する見出しを合わせて命名
し、これをサブカテゴリーとした。さらにサブカテゴ
リーの意味が共通しているものを合わせて、抽象度を
上げてカテゴリーとして表示した。
３．結果と考察
　ASD 者を養育する 7 名の父親を対象に、インタ
ビュー調査を実施した。その結果、ASD 者の養育に
対する父親の態度は、肯定的態度と否定的態度の２側
面から構成されていた。ASD 者の養育に対する父親
の肯定的態度の形成を促すために、支援者は、父親に
合わせたソーシャル・サポートの提供と ASD 者の社
会的な理解の広がりを意識して関わることが重要と考
えられる。同時に、ASD 者の養育に対する父親の否
定的態度の形成要因である、父親の負担感や孤独感を
緩和する働きかけにも目を向ける必要があるとが示唆
された。
相談支援専門員が行う意思決定支援の検討
－インタビューに基づいた質的研究－
立石真司
　本研究の目的は、意思決定支援を実践する立場にあ
る相談支援専門員のインタビューの語りから、相談支
援専門員が行っている意思決定支援の構造を明らかに
し、それらを基に相談支援専門員が行う意思決定支援
の実践や課題について検討し、意思決定支援が現場で
より展開されるにためにどうあるべきかを考察するこ
とである。そのため、現任の相談支援専門員 10 人に
半構造化インタビューを実施し、質的データ分析によ
る検討を行った。
　分析の結果、意思決定支援の考え方として【本人の
意思を具体化するための関わり】【本人の意思決定支
援の戸惑い】【親 / 家族の本人への思い】【支援者のゆ
らぎ】【意思決定支援の多様性と曖昧さ】が確認され
た。意思決定支援を進めていくうえでの難しさは【相
談支援専門員のゆとりのなさ】【本人の意思表出・意
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